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レスポンンプル・ケア

化学物質を扱う企業が、化学物質の開発から製造、物流、使用、最終消費を

経て廃葉に至る全ての過程において、自主的に「環境日安全日健康」を確保し、その

成果を公表し社会との対話ロコミュニケーションを行うこと。この活動を化学工業界で

は『レスポンシプルEケア(Responsible Carei RC)』 と呼んでいます。
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ロ トップメッセージ

>鹿島工場長メッセージ

1978年に操業を開始した三菱ガス化学株式会社

鹿島工場は、その後もプラントの新設を繰り返しながら

2016年に最新のプラントの運転を開始した、常に成長

を続けている工場です。

当工場では独自の生産技術と最新鋭の生産設備

により過酸化水素とポリカーポネート樹脂の2つの製品

を生産しています。両製品とも生産能力は国内最大

規模であり、国内およぴ海外の顧客の皆さまに高い品

質で安定に供給しています。

生産活動にあたつては、当社の安全理念である「事

業活動の最優先は安全の確保」のもと、常に安全第

一を銘記して、当社の環境日安全目標である「無事

故 H無災害と環境保全」を推進しています。操業にお

ける安全の確保はもちろんのこと、設備の確実な保全

と自主的保全技術の向上によるトラブル撲減にも取り

組んでいます。

また環境保全についても、環境マネージメントシステ

ム IS014001に基づき、消費するエネルギーの低減や

排出する有機化学物質の抑制で生産活動における

環境負荷の低減を進めています。

当工場では以上のように「無事故・無災害と環境保全」を通じて地球環境との調和およぴ地域社

会からの信頼性向上に努め、環境に良い暮らし日社会づくりに貢献すぺく工場全員―丸となつてRC活

動に取り組んでいます。

本レポートでは当工場で取り組んでいる、RC活動とその成果を紹介します。今後もより充実したRC
活動を推進してまいりますので、よリー層のご支援を賜りますようお願い申し上十ザます。

三菱ガス化学俯 鹿島工場

執行役員工場長

19ダ 盈後ぉ
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□ 鹿島工場の概要

>三菱ガス化学の構成

三菱ガス化学は、事業主体である四つのカンパニーとカンパニーをサポートするコーポレートから構成

されています。

各カンパニーの製品は多岐に亘ります。その中で鹿島工場は、機能化学品カンパニーに属し、無機

化学品の過酸化水素とエンジエアリングプラスチツクであるポリカーポネート樹脂を生産しています。

新 潟 研 究 所

単 線 観 甕 断
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>鹿島工場の概要

鹿島臨海工業地帯に当工場の建設が始まつたのは、1977年 (昭和 52年 )でした。

多様な原料ツース、電力日蒸気などのユーティリティーを近隣各社から調達できるコンピナートの立地

を活かし、過酸化水素とポリカーポネート樹脂を製造しています。

環境浄化用途や電子材料の洗浄用など1こ広く使用されている過酸化水素と、光学材料、生活資

材など生活に便利さ、快適さを提供しているポリカーポネT卜樹脂はともに環境に優しい化学製品とし

て広くご愛顧戴いております。

現在、過酸化水素は第 3期プラントまで、また、ポリカーポネーHよ第 2期プラントまで増設を行ない、

それぞれ世界有数の生産拠点に成長しています。また、鹿島工場は当社の海外生産拠点をサポート

する基幹工場の役割を果たしています。

三菱ガス化学榊 鹿島工場の全景

茨城県神栖市東和田 35番地

201人 (平成 28年 12月 現在)

312,000m2

過酸化水素、ポリカーポネート樹脂

敷地面積

生産品目
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ロレスポンシプルロケアの基本方針

三菱ガス化学は、「持続可能な開発」「循環型社会の構築」「安全操業」を重要な経営課題として

事業活動を行い、環境口安全の確保のためレスポンシブル・ケア(RC)活動を推進しています。

下表の基本方針に従い、RC中期計画、年間計画に基づくPDCAサイクリ】こよる継続的改善を図

つています。

I.労働安全衛生

E.保安防災

Ⅲ.環境保全

Ⅳ.化学品・製品安全

V.物流安全

Ⅵ.社会との対話

Ⅶ.RC全般

操業における健康、安全の確保

自主保安技術と現場力の向上による保安の確保

環境負荷の削減と持続可能な社会発展への貢献

化学品の取扱いと使用・廃棄における安全の確保

原料・製品の物流における環境・安全の確保

ステークホルダーとの関係強化

コンプライアンス
MGCグループとしての環境田安全活動の推進
環境田安全管理システムの継続的改善

Acjon(実 行)

是正、改善対策

Check(評価)

内部監査

饉 ∈

畔
…

…

レスポンシブル
ケア

Pian(計画)

年間目標 E活動計画

4呻
・

|

環境保全

Do(実施)

活動、教育
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□ 鹿島工場のRC活動

>年間 目標と重点項 目

基本方針:無事故“無災害と環境保全

年間目標:労働災害ゼロ、事故異常現象ゼロ、物捜ゼロと環境管理目標値の達成

2016年 鹿島工場 RC活動目標

コード 活動目標 &計画 具体的活動 (例 )

◇ 労働安全衛生
① 日常的安全活動のマンネリ化排除

②コミュニケーションの充実

C協力会社の労災防止

γ職場内の類似発生ヒヤリの撲減
γ過去事例の職場インタビュー
γ工事安全、作業安全の確保

◇ 保安防災

①TPM活動の推進
②非定常時リスクアセスメントの徹底
③教育・訓練の確実な実施
④防災体需1の充実

γ TPM計画に基づく活動継続
γ TPM自 主保全部会活動
γ TPM教育部会活動
γ防災訓練、防災教育の実施

◇ 環境保全
①エネルギー原単位低減
②PRTR対象物質排出量低減
③廃棄物の3R推進

γ TPM活動推進によるトラブル削減ISO

環境目標(3カ 年計画)の達成
γ最終埋立処分率03%以下の維持

◇ 化学品慎製品安全
①最新SDSの入手と管理

②薬品・試薬の管理強化
γ SDS最新版管理
V″ 試薬管理システム導入対応

◇ 物流安全 ①物流における安全の確保
γ物流委託会社とのコミュニケーション

強化

◇ 社会との対話
①地域コミュニケーションの推進

②社会`環境貢献活動の推進

γコンビナート保対協活動の推進
γ工場周辺道路の美化清掃継続

◇ RC全般
① RC関連コンプライアンス連守

②国内外関連会社の環境安全活動支援

③RC推進体制の定期見直し

γ RC教育の充実
γマザーエ場としての支援
γ RC活動中間評価、内部監査実施

TPM
PRTR
SDS

3R

…口全員参加の生産保全

…・ 特定化学物質の環境への排出量の把握等及ぴ管理の改善の推進に関する法律

…日製品安全データシート

…・ リデュース(発生抑制)、 リユース(再利用)、 リサイクル(再資源化洲こよる廃棄物削減対策の総称

化学物質リスクアセスメント

(作業環境での化学物質濃度測定)
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労働安全衛生 B保安防災

三菱ガ
1ス
化学 安全理念

>AZプロジェクトからBndge活動ヘ

弊社新潟工場で 2007年 12月 に発生した重大事故を契機に、全社を挙げて事故撲減(Accident

Zero:略称 AZ)プロジェクトを開始。安全文化の醸成と人材育成を重要テーマに2013年度まで活動を

展開しました。2014年度からは、その成果を今後につなげるという意味を込めてプリッジ活動へ継承し、

自主保安力の向上を目指しています。

>TPM活動

安全で競争力の高い鹿島工場を目指し、2006年 から TPM(Tot』 Producdve M』 ntenance

&Management:全 員参加の生産保全口生産経営)活動を導入しています。

事故・災害ゼロ、プロセス・設備 トラプルゼロ、継続的な品質向上とコスト削減を目標として、『 自分

の設備は自分で守る 全員参加の故障ゼロ』のもと活動を推進しています。

>協力会社の安全管理

鹿島工場では協力会社 23社と災害防止協議会を組織し、定例会のほか工場集会や教育にも参

加してもらい、安全意識の向上と情報共有に努めています。また、工事が多くなる定期修理期間は、連

絡会議、パトロヽ ル等を毎日実施し、コミュニケーションを図り安全管理を強化しています。

>安全成績

以上の安全活動により、事故H災害は減少傾向にありますが、近年は事故件数が下げ止まりを見せ

る中、2015年に過酸化水素製造設備の爆発火災事故が発生し、地域社会にご心配をおかけしました。

この反省から再発防止を徹底し、事故から得られた教訓を活かした安全活動に取り組んでいます。事故

を経験したことで、自主保安意識も高まり、2016年は無事故無災害を達成しましたが、この結果に満

足することなく、無事故B無災害を継続し、安全で安心できる工場を従業員一丸となつて目指します。

今後も、TPM活動を中心としたトラブルの低減や類似事故の再発防止を推進します。

これからも一人ひとりが感性を磨き、全員参加で事故ゼロ、災害ゼロの実現を目指し続けます。
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事業活動の最優先は安全の確保

安全は事業活動の基盤であり、安全確保は社会への責務である

労働災害の推移
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>教育□副H練

近年頻発した大手化学企業の産業事故や過去の異常現象を考察し、事故の未然防止と万―に

備えた自衛防災活動の確認と継続的な見直しや改善を進めて自主保安力の強化を目指しています。

鹿島工場は比較的若手社員が多く、定期的な防災訓練と教育を繰返し、将来を担う人材育成に

注力しています。

総合防災訓練 消火栓操法訓練

共同防災隊との合同防災訓練 危険予知訓練研修
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化学プラント事故防止実践講座 OBによる技術伝承教育



環境保全

下図は、2015年度の鹿島工場の事業活動における環境負荷をインプツトとアウトプットで表しています。

インプットの効率的利用と、アウトプットとして環境中へ排出される物質の排出量削減を進めて環境保全

に取組んでいます。

対象期間 :2015年度

(2015年 4月 ～2016年 3月 )

アウトプット

大気への排出

C02        125万 トン

SOx         01ト ン

NOx         27ト ン

PRTR法対象物質 1290トン

エネ甘尊様翌藍B量
インプット

71万 kL

鹿

排水量    163万 トン

COD         32ト ン

全窒素      6ト ン

全リン      76ト ン
PRTR法対象物質 35トン

水使用量
171万 トン

外部排出量

PRTR制度対象物質

鹿島工場で排出量が多い物質は、主に大気へ排出するジクロ回メタンとプソイドキュメンです。

回収設備が本格稼働した2011年度以降、プソイドキュメンの排出量が大幅に改善し、2015年度も

それを維持しています。また、2013年度から産廃処分していた製造過程で副生するフェノーザレを再利用

することにより、移動量を削減することができました。

今後も化学物質の適正管理を推進して行きます。

崇

PRTR法 対象物質 蒻F出 量(大気)

Bジクロロメタン

蓮プソィドキュメン

PRTR法対象物質 移動量

(産業廃棄物および下水道)400

350

300

.,250

□日 200
電

｀ 150

100

50

0

180

160

140
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嘲
緑
緯

四トリエテルアミン(下水道)

●フェノール(産廃)

,プソイドキュメン(産廃)

Bジクロロメタン(産廃)

2010 2011  2012 2019  2014 2015 2010  2011   2012  2013  2014  2015

PRTR(Potlutant Retease and Transfer Register)需 J度

有害性のある化学物質の環境への排出量及び廃棄物に含まれての移動量を登録して公表する制度

特定化学物質の環境への排出量の把握等及ぴ管理の改善の推進に関する法律 (化管法)の制度のひとつ。

事業者が、大気、水域、土壌への化学物質の排出量およぴ廃棄物や下水道への移動量について把握し、行政

機関へ報告。そのデータを集計して社会に公開する制度。2002年度から開始。
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産業廃棄物

鹿島工場の産業廃葉物はすべて外部業者に処理を委託しています。

産業廃棄物は発生抑制(リデュース)、 再利用(リユース)、 再資源化(リサイクル)の 3R推進を掲げ、リサ

イクル率の向上と埋立処分量の削減に取組んでいます。

リサイクル率(目標 80%以上)、 埋立処分率(同 0.3%以下)ともに良好で日標を達成しました。

廃棄物内訳は工事が多かつたことで瓦礫類の割合が増加しましたが、他は例年並みに収まりました。

廃棄物発生量も2013年度(前回報告)以降 2年連続で減少しております。

産業廃棄物発生量(リ サイクルと埋立量)

可,000 120
100

84 84 86   89   92   89 100 2015年度 発生した産業廃棄物の内訳 %
(売却金属スクラップ除く)

1.9

廃棄物発生量 326ton

.5 2

0
2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015

-廃 葉物発生量 ― リサイクル量 
…

埋立処分量

―
リサイクル率 ― 埋立処分率

>化学品の安全性情報の提供

鹿島工場では製品のほか取扱う原材料や中間体のSDS(製品安全データシート)を完備し、関係

者へ化学品の安全性情報を提供しています。

工場から出荷される製品の輸送中の事故・災害に備え、適用法令、性状、応急措置や通報連絡

先などを記載したイエローカードを輸送会社へ配布し、輸送時の携帯を徹底しています。

0

一
‐
一
一

一」
‐
一

J

過酸化水素のGHS表示ラベル(左 )とイェローカード(中 )

過酸化水素専用タンクローリー(上 )

とISOコンテナ(下 )

>環境に配慮した製品

鹿島工場で生産する過酸化水素とポリカーボネート樹脂は、日常生活の中で直接目にする機会

は少ないですが、それぞれ省エネE省資源、低環境負荷、廃棄物削減など
1の

環境性能に貢献する材

料として幅広く使用されています。
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化学品・製品安全と物流安全

◇ ◇ ◇
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過酸化水素
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社会との対話

私たちは社会の一員であることを認識し、地域社会とコミュニケーションを図り共生と信頼性向上に

努めます。

>RCレポートの発行

定期的に鹿島工場のRCレポートを発行し、安全や環境

保全活動への取組みについて情報を発信しています。

また、国際機関や行政機関、非政府団体の各種調査

依頼に協力し、情報開示に努めています。

精碑 牝犠 ″
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>地域社会との交流

三菱ガス化学は、日本化学工業協会 RC委員会の会員として鹿島地区 RC連絡会に加盟し、

1996年の初回から鹿島地区 RC地域対話に参加しています。

また、地域社会との交流としてコンピナートで取組んでいる周辺道路の清掃活動や交通安全行事、

その他自治体行事へ参加しています.

第 9回 RC地域対話

周辺道路の清掃 美化活動

廃爵地区地球対話レスボンンプル。ケ″第9回
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□制作部署

三菱ガス化学株式会社 鹿島工場

環境保安室

T314-0102

茨城県神栖市東和田 35番地

TEL 0299-96-3127

FAX 0299-96-5686


